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● 2016年4⽉1⽇から2021年2⽉13⽇M7.3発⽣前まで

a) 震源決定に使⽤したS-net及びHi-net観測点の位置（⿊枠内）．⾚枠内の震源分布をc)－e)に
拡⼤して⽰す．b)Ｐ波速度構造モデル．c)－e)の下段には，それぞれの上段左の震央分布図の(I)，
(II)，(III) の⻘線から 5 km以内の震源分布の断⾯図を⽰す．星印はMHi-net≧６の地震．

• 2021年2⽉13⽇ MJMA 7.3の地震活動域と南端部で重なる
• 昨年から活発化した南端部の⻄側の活動が北へ延びる余震分布を⽰す

2022年3⽉16⽇ 福島県沖の地震
（MJMA 7.4）の震源域近傍の地震活動
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⿊点線はプレート境界⾯の深さ（Iwasaki et al., 2015, Lindquist et al., 2004）。
五⾓形はS-netの観測点位置、五⾓形を結ぶ線はS-netのケーブルルートを⽰す。
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● 2021年2⽉13⽇M7.3発⽣から2022年3⽉16⽇M6.1発⽣前まで

●2021年２⽉13⽇M7.3発⽣後1⽇間（⿊）と2022年3⽉16⽇
M6.1発⽣後1⽇間（⾚）
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